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善
意
の
寄
付

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
岸
和
田
コ
ス
モ
ス
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ(
松
木
千
鶴
会
長)

か

ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
用
と
し
て
３
６

０
度
カ
メ
ラ
１
台(

11
万
９
９

０
０
円
相
当)

◆
株
式
会
社
オ

ン
テ
ッ
ク
ス(

小
笹
公
也
代
表

取
締
役)

か
ら
消
防
活
動
用
と

し
て
拡
声
器
２
台
、
ベ
ル
ト

セ
ッ
ト
10
セ
ッ
ト
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
三
脚
１
台
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
ホ

ル
ダ
ー
１
台(

10
万
３
５
１
０

円
相
当
）

◆
３
月
の
か
い
づ
か
ふ
る
さ
と

応
援
寄
付
は
１
０
９
７
件
で
、

金
額
は
２
２
３
２
万
円
で
し
た
。

新
し
い
町
会
長
の
ご
紹
介

　

４
月
８
日
ま
で
に
届
出
い
た

だ
い
た
か
た
で
す
。(

敬
称

略
・
順
不
同)

▼
府
営
貝
塚
久
保
住
宅
自
治
会

＝
伊
藤
三
規
▼
戎
前
＝
大
畠
實

▼
ジ
ュ
ネ
ス
貝
塚
自
治
会
＝
前

田
昌
孝
▼
二
色
の
浜
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア
自
治
会
＝
森

一
生
▼
二
色
自
治
会
＝
平
英
明

▼
王
子
新
田
＝
堀
敬
三
▼
南
海

二
色
の
浜
荘
園
＝
福
西
慶
一

▼
地
蔵
南
＝
久
下
明
男
▼
海
新

＝
秦
光
弘
▼
大
北
＝
早
野
治

▼
堀
之
町
＝
七
山
谷
章
▼
石
才

＝
石
原
行
祐
▼
パ
ラ
モ
ア
自
治

会
＝
河
合
美
紀
▼
名
越
＝
福
井

義
彦
▼
三
ツ
松
＝
西
坂
良
治

▼
東
山
一
丁
目
・
三
丁
目
自
治

会
＝
山
本
啓
二
▼
東
山
二
・

四
・
五
・
六
・
七
丁
目
自
治
会

＝
東
野
圭
三
▼
馬
場
＝
寺
下
雄

三
▼
木
積
＝
谷
上
數
益
▼
水
間

荘
園
＝
堀
田
孝
行
▼
ア
ジ
ュ
ー

ル
二
色
の
浜
自
治
会
＝
福
本
利

男
▼
Ｋ
Ｉ
Ａ
二
色
浜
宿
舎
自
治

会
＝
平
山
友
樹
▼
貝
塚
合
同
宿

舎
自
治
会
＝
明
石
み
や
子

問
合
せ
先　

魅
力
づ
く
り
推
進

課
☎
０
７
２
・
４
３
３
・
７
２

３
０

介
護
保
険
事
業
計
画
等
推

進
委
員
会
の
一
般
公
募
委

員
を
募
集

対
象　

令
和
６
年
５
月
31
日
現

在
満
40
歳
以
上
の
か
た
で
市
に

居
住
し
住
民
登
録
の
あ
る
か
た

定
員　

２
人(

書
類
選
考)

任
期　

３
年
間

会
議
開
催　

年
２
回
程
度　

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙

と
、
８
０
０
字
以
内
の
小
論
文

「
今
後
の
貝
塚
市
の
介
護
保
険

事
業
へ
の
考
え
、
期
待
す
る
こ

と
」
を
添
付
の
上
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
・
メ
ー
ル
・
郵
送
・
持
参
で

※

応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

応
募
期
間　

５
月
13
日(

月)

～

31
日(

金) 

用
紙
配
布
・
応
募
・
問
合
せ
先

〒
５
９
７‐

８
５
８
５　

畠
中

１-

17-

１　

高
齢
介
護
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
０
４
３
、

Fax
０
７
２
・
４
３
３
・
７
４
０

４
、
メ
ー
ルkoreikaigo@city.

kaizuka.lg.jp

地
域
未
来
投
資
促
進
法
に

基
づ
く
基
本
計
画
を
策
定

　

地
域
未
来
投
資
促
進
法
は
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
て
高
い

付
加
価
値
を
創
出
し
、
地
域
の

事
業
者
に
経
済
的
波
及
効
果
を

及
ぼ
す
よ
う
な
、
地
域
経
済
を

牽
引
す
る
事
業
を
国
が
支
援
し
、

地
域
経
済
の
好
循
環
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
策
定
し
た
基
本
計
画
に

基
づ
い
て
民
間
事
業
者
な
ど
が

地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
を
策

定
し
、
府
知
事
が
承
認
し
た
場

合
に
、
税
制
・
金
融
面
な
ど
で

法
に
基
づ
い
た
支

援
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

産
業
戦
略
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
１
９
３

か
い
づ
か
結
婚
お
祝
い

チ
ケ
ッ
ト
登
録
店
募
集

　

貝
塚
市
に
婚
姻
届
お
よ
び
貝

塚
市
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

書
を
提
出
さ
れ
た
か
た
が
、
市

内
事
業
所
に
お
い
て
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
「
か
い
づ
か
結
婚
お
祝
い

チ
ケ
ッ
ト
事
業
」
に
賛
同
い
た

だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

申
請
期
限　

５
月
17
日(

金)

問
合
せ
先　

登
録
店
募
集
は
産

業
戦
略
課
☎
０
７
２
・
４
３

３
・
７
１
９
３
、
事
業
内
容
は

子
育
て
支
援
課
☎
０
７
２
・
４

３
３
・
７
０
９
０

応
急
手
当
を
学
び
ま
せ
ん

か
？

　

私
た
ち
は
、
い
つ
ど
こ
で
ケ

ガ
を
し
た
り
、
病
気
に
な
っ
た

り
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

大
切
な
家
族
、
友
人
知
人
が

突
然
倒
れ
た
り
、
ケ
ガ
を
し
た

時
、
落
ち
着
い
て
適
切
な
応
急

手
当
が
で
き
ま
す
か
？
心
臓
や

呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
人

に
対
す
る
応
急
手
当
は
１
秒
を

争
い
ま
す
。
も
し
も
の
時
の
た

め
に
、
応
急
手
当
の
方
法
を
学

び
ま
し
ょ
う
。

●
救
急
車
を
呼
ぼ
う
か
と
迷
っ

た
ら
☎
♯
７
１
１
９
「
救
急
安

心
セ
ン
タ
ー
お
お
さ
か
」

●
子
ど
も
の
病
気
や
ケ
ガ
で

困
っ
た
ら
「
小
児
救
急
支
援
ア

プ
リ
」
で
検
索

問
合
せ
先　

消
防
本
部
警
備
課

☎
０
７
２
・
４
２
２
・
９
２
０
２

梅毒感染の現状梅毒感染の現状

　梅毒と聞くと、「昔の病気」といったイメージをお

持ちかと思います。国立感染症研究所の統計による

と、1940年代にぺニシリンが開発されて以降、梅毒患

者数は大きく減少し、まさに「昔の病気」でありまし

た。しかし、2010年頃より徐々に患者数は増加に転

じ、2015年には4,559人と５年前の約５倍に増加して

います。この傾向は日本だけではなく世界でも同様で

す。WHO(世界保健機関)は、毎年全世界で推定1,200万

人が新規に感染していると報告しています。

　増加している原因は諸説あり、特定できていませ

ん。感染経路は、性行為による感染が最も多く、その

他、注射を介した血液感染、非常に頻度が少ないです

が輸血による感染があります。感染後は非常にゆっく

りと症状が現れ、皮膚症状を中心とした症状が、第１

期から第４期まで進行していきます。

　治療は、ペニシリン系抗生物質を数週間投与しま

す。梅毒は、皮膚症状が出た時点で診断される事が多

く、ほとんどが第２期までに診断されます。

　しかし、医師の中にも梅毒の皮疹を見た事がないか

たも多く、皮疹も病気の進行過程で一旦消える事があ

り、病勢が進行してから診断される事もしばしばあり

ます。病勢が進行すると致命的になる事もあります。

今まで見た事がない皮疹が出現した場合は、梅毒の可

能性も考慮し、受診していただければ幸いです。

掲
示
板

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
！

安
心
！
自
転
車
ラ
イ
フ

◆
自
転
車
安
全
利
用
五
則

①
車
道
が
原
則
、
左
側
を
通
行
。

歩
道
は
例
外
、
歩
行
者
を
優
先
。

歩
行
者
の
通
行
を
妨
げ
る
と
き

は
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

②
交
差
点
で
は
信
号
と
一
時
停

止
を
守
っ
て
、
安
全
確
認

③
夜
間
は
ラ
イ
ト
点
灯

④
飲
酒
運
転
は
禁
止

⑤
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

　

令
和
５
年

４
月
か
ら
全

て
の
自
転
車

利
用
者
に
対

し
て
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
の
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま

し
た
。

「
自
転
車
に
乗
る
な
ら
必
ず
ヘ

ル
メ
ッ
ト
」

◆
貝
塚
警
察
署
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　

特
殊
詐
欺
や
自

転
車
盗
に
関
す
る

防
犯
情
報
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

貝
塚
警
察
署
☎
０

７
２
・
４
３
１
・
１
２
３
４

防犯対策メールに登録をしましょう

Andoroid

iPhone

◆こ・あ・らメール
　市内で発生した、子どもに危害がおよぶ恐れのある状況や事件情
報などを、携帯電話やパソコンにメールで配信しています。
携帯電話での登録方法
　koara@emp-sa.smart-lgov.jp　に空メールを送信するとメールが
返信されるので、案内に沿って登録。　
パソコンでの登録方法
　https://www-sa.smart-lgov.jp/user/manage/kaizuka に接続し、
案内に沿って登録。

◆安まちアプリ
　警察では、府内で発生したひったくり情報や不審者情報・防犯対
策情報などをタイムリーにお届けします。防犯マップで地域の犯罪
などを地図上で確認することができ、いざというときに防犯ブザー
機能もあり、アプリから110番通報も行えます。
登録方法　二次元コードから登録してください。

こ・あ・ら
メール

安まちアプリ

ホームページ

ウェブサイト

問合せ先　貝塚市医師会☎072－423－4130

マイナンバーカード日曜開庁：６月２日(日)午前９時～正午、保健・福祉合同庁舎１階【問合せ先】市民課☎072－433－7094

水 

道

６
月
１
日
～
７
日
は

水
道
週
間
で
す　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

(

貝
塚
市
水
道
の
基
本
理
念)

　

水
道
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な

い
大
切
な
も
の
で
す
。
も
し
、

災
害
な
ど
で
水
道
が
使
え
な
く

な
っ
た
ら
、
私
た
ち
の
生
活
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
？

　

市
で
は
、
古
く
な
っ
た
水
道

管
の
更
新
に
合
わ
せ
て
、
管
路

の
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
水
道
週
間
を
機
に

「
水
」
に
つ
い
て
考
え
、
家
族

や
友
人
と
話
し
合
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

問
合
せ
先　

水
道
管
理
課
☎
０

７
２
・
４
３
３
・
７
１
５
３

津
田
浄
水
場
の
施
設
見
学

　

市
民
を
対
象
に
浄
水
場
の
施

設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

浄
水
処
理
施
設
を
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
１
日(

土)

①
午
前
10
時
～
②
午
前
11
時
～

い
ず
れ
も
同
内
容
、
40
分
程
度

定
員　

各
20
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

申
込　

５
月
24
日(

金)

ま
で
に

代
表
者
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
希
望
時
間
・
人
数
を
電

話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

申
込
・
問
合
せ
先　

津
田
浄
水

場
☎
０
７
２
・
４
２
２
・
０
４

４
５
FAX
０
７
２
・
４
３
８
・
７
０

７
５

「
未
来
へ
つ
な
ぐ

　
　

安
全
・
安
心
な
水
道
水
」

【問合せ先】　危機管理課☎072－433－7392


